
















































































































の白き者を貢る 数百匹の中、太子 此の馬を指して曰く、 ﹁是れ神馬なり﹂と 餘は皆還さる。舎人の調子麿をして に飼養を
加へしむ。秋九月に、試みに此の馬に馭して、雲に浮かべて東に去る。侍従仰ぎ観るに、麿独り御馬 右 在り、直ち 雲の中に入る。衆人相ひ驚く。三日の後、轡
たづな
を廻して帰り来る。左右に謂































































  太子が左右に命じて良馬を求めた。甲斐の国から一匹の四脚の白い黒駒がささげられた。 ︵①の前︶
Ⅱ、
  地方から献じられた数百匹の馬の中で、太子がそ 一匹の黒駒だけを指して、 ﹁これは駿馬だ﹂といった。そのほかの馬を全部返させた。 ︵①の前︶
Ⅲ、




























﹃補闕記﹄と﹃伝暦﹄における黒駒伝説を比較すると、その相似するところは主に﹁黒駒﹂ ・ ﹁馬が空を飛ぶ﹂ ・ ﹁太子の巡行﹂という三つの要素に集中している。次には、この両書の一致している要素 一つである﹁馬が空を飛ぶ﹂に基づき、この黒駒の意味について考えていきたい。???????黒駒という表記が、今日では一般化しているが、この黒駒説話の原
典に戻ると、 ﹃補闕記﹄と﹃伝暦﹄はそれぞれ﹁其毛烏斑﹂と﹁驪駒﹂と別の表記になっている ﹁烏﹂はいうまでなく黒色であり、 ﹁驪﹂は﹃説文解字﹄に﹁馬深黒色︵馬の深く黒き色なり︶ ﹂とある。中村氏に既に指摘されたよう 、周の穆王の八駿の一の﹁盗驪 当たる存在であると理解でき
る!
。 ﹃補闕記﹄における太子の﹁驪駒﹂と穆王の馬
とは、ただ﹁驪﹂ いう文字が同じで、色がみな黒色であるだけであるが、 ﹃伝暦﹄には加えて﹁四脚白﹂という属性も記されてい 。そ
























となる太宗李世民が秦王に封じられ、割拠する敵対勢力 平定 活躍した。文中の薛仁杲が当時甘粛省周辺に割拠し 勢力であった。李世民がこの四足だけが白い黒駒﹁白蹄烏﹂に乗って、薛仁杲を敗り 更に、隴︵現在の陝西省西部周辺︶や蜀︵現在の四川省西部周辺︶の地域も平定したという。こ ように﹁白蹄烏﹂は、太宗の平定活動において、赫赫たる戦功を立てた。 ﹃補闕記﹄と﹃伝暦﹄ 表現もとても興味深い。 ﹃補闕記﹄の﹁能く四足を餝る﹂という表現が、 ﹃伝暦﹄になると、 ﹁一の驪駒の四脚 白き者﹂という表現になる。
更に、この黒駒の飛翔様態について、 ﹃補闕記﹄においては、 ﹁空を
六????????????????




























































































に通じる。調べた限りでは、これは馬が浮雲を踏むという表現のはじまりと思われる。この天からの賜物にほかならぬ馬は赤い汗を流し、万里でもゆったりと馳せることができ、まさに空を飛ぶ龍の友である。 ﹁赤き汗に霑ひ、沫流れて赭し﹂の一句は名高い汗血馬をいうことばである。いわ る汗血馬は﹃史記﹄ ﹁大宛伝﹂ 、 ﹃漢書﹄ ﹁西域伝﹂に﹁天馬子﹂ ︵天馬の子︶と記され 。大宛国に産する駿馬である。
一首目は馬の走る時の迅速を讃え、武帝の喜びの気持ちを表し、二








































絶地の人々を服従させる効果もあった行為である。穆王が深謀遠慮であり、車 跡を四方に巡らせると、辺地の人々も自ら従ってきた。このような発想が前掲の武帝が作った﹁天馬﹂ 歌の二首目にも出てきた。 ﹁天馬来り、西極従し、流沙を渉り、九夷服す﹂という句 現れる。つまり、 ﹁天馬﹂ 西方より来れば、 ﹁九夷﹂の異民族が服従する。まさしく四方が服従することになるのは この馬の力によると思われ
下出積与氏が﹁神仙思想―日本武尊と聖徳太子説話を中心とし
八????????????????
て―﹂の中で、太子の黒駒説話が﹁全くシナの神仙類似のもので、この場合の神馬はあたかも彼の地における鶴や龍にも似た役割を演じている﹂と述べた。しかし、馬という動物は鶴と龍と比べると、古代の社会においては、異なる役を演じて た。 ﹃後漢書﹄ ﹁馬援伝﹂に﹁馬者、兵甲之本、国之大用︵馬は、兵甲の本にして、国の大用なり︶ ﹂といっているように、馬は古代の戦において、非常 重要な存在であった。故に、ここに出 くる馬も神仙の乗り物と 簡単に片づけるわけには かな 。馬は戦力の象徴であり 国力 象徴でもあ 。
聖徳太子が駿馬に乗って巡遊する意味を考える時に、その発想の源






















痩に失し、士を相るに之れを貧に失す︶ ﹂というよ に、良馬を見抜くには、外面に騙されない眼力が必要である。太子が数百匹の馬から、甲斐の国より献じられた黒駒のみを﹁神馬﹂と断言し ことは、太子が良馬を見抜く能力の持ち主であ こと 端的に示すものであ
ところで、聖徳太子も武帝と同じような中央集権を強化した、有為
な統治者であった。駿馬を全国 求めると う行動も太子の積極的な為政者の像を描き出そうとしていると考えられ 。駿馬を求めるだけではなく、太子が地方から奉げられる数百匹の馬から、すぐ快足の黒駒を見抜いて そして黒駒の御者 相応しい調子麿を任命した。まさに千里の馬と賢い人材を見抜いた名伯楽としての一面を伝えている。
????
聖徳太子が古代日本人の理想的な人物像 して、その死後、様々な






















 ﹃補闕記 書名が﹃伝暦﹄の跋本に見える。 ﹃伝暦 は延喜一七
︵九一七︶に成立したところから考えると、 ﹃補闕記﹄の成立は遅くても延喜一七年以前であると思われ 。望月信成氏の﹃聖徳太子御伝叢
一〇














 長田夏樹氏によると、 ﹁富士を恐らくは﹃管子﹄ ﹁覇言篇﹂にある﹁聖





























































 テキストは﹁和刻本正史﹂ ﹃漢書﹄ ︵汲古書院、一九七二年︶による。
訓読はちくま学芸文庫﹃漢書﹄ ︵小竹武夫訳︶を参照し、私意 よって改めたところがある。
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 この観点を抱く研究者とその論文を挙げてみると、
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まって大陸の周穆王の天上遊行説話を結びつけるのは極めて容易であったであろう。 ﹂と指摘した。
